
【過疎計画の概要】 
 
 
１ 基本的な事項（１～１３ページ） 
（１）美幌町の概況 

ア 自然的、歴史的、社会的、経済的諸条件 
  イ 過疎の状況（平成２７年国勢調査人口が２０，２９６人、過去３０年間の人口減少率が

約２４％） 
  ウ 社会的経済的発展の方向（第一次産業・第二次産業の就業人口割合は低下し、第三次産

業の就業人口割合が増加。基幹産業の担い手確保、滞在型観光の発展が課題） 
 
（２）人口及び産業の推移と動向 
  ア 人口の推移と動向（高齢者人口比率が増加、若年者人口比率は減少） 
  イ 産業の推移と動向（第一次産業の後継者不足など） 
 
（３）美幌町の行財政の状況 
  ア 行政の状況（行政機構図） 

イ 財政の状況（平成２２、２７、令和元年度決算） 
ウ 施設整備水準等の現況と動向（公共施設や設備が更新時期を迎えており、 
耐震改修や建て替えの必要な公共施設も多い。高齢社会の進展による、一層 
の保健・医療・福祉に関する機能や女性の社会進出と労働環境の変化に伴う 
子ども・子育て支援の機能充実が重要） 

 
（４）地域の持続的発展の基本方針 
    本町の最上位計画である第６期美幌町総合計画に定める５つの基本目標に沿って、本

計画の施策を展開する。 
 
（５）地域の持続的発展のための基本目標 
    第６期美幌町総合計画に定めるまちの将来像「ひとがつながる、みらいへつなげる こ

こにしかないまち びほろ」を基本目標とした、地域の持続的発展の実現を目指す。（人

口・財政力目標の設定、個別施策は、分野毎に目標を設定） 
 
（６）計画の達成状況の評価に関する事項 
    総合計画（実施計画）の事務事業評価により、毎年度施策の達成状況及び今後の方向

性を確認する。 
 
（７）計画期間 
    令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５箇年 
 
（８）公共施設等総合管理計画との整合 
    美幌町公共施設等総合管理計画に定める基本的な考え方と個別施設計画における方針

との整合を図る。（分野毎の項目においても、整合性を図り事業を実施することを記載） 
 
２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成（１４～１７ページ） 
   移住・定住・地域間交流、人材育成に関する現況と問題点、その対策を示し、 
  １４事業を登載。 
 



 
３ 産業の振興（１８～２９ページ） 

農業、林業、地場産業、企業誘致、商業、観光又はレクリエーションに関す 
る現況と問題点、その対策を示し、４５事業と産業振興促進区域及び振興す 
べき業種を登載。 

 
４ 地域における情報化（３０ページ） 

 地域の情報化に関する現況と問題点、その対策を示し、１事業を登載。 
 

５ 交通施設の整備、交通手段の確保（３１～３６ページ） 
   道路網の整備、公共交通に関する現況と問題点、その対策を示し、３４事業を登載。 
 
６ 生活環境の整備（３７～４４ページ） 
   上水道、下水道、ごみ処理、墓地、火葬場、公園、緑地、消防・救急体制、 

公営住宅、空き家に関する現況と問題点、その対策を示し、２９事業を登載。 
  
７ 子育て環境の確保、高齢者等の保健・福祉の向上及び増進（４５～５０ページ） 

  高齢者福祉、保健予防対策、子育て支援、障がい者福祉に関する現況と問題 
点、その対策を示し、１５事業を登載。 

 
８ 医療の確保（５１～５２ページ） 

 地域医療体制に関する現況と問題点、その対策を示し、４事業を登載。 
 

９ 教育の振興（５３～６２ページ） 
  幼児教育、学校教育、生涯学習、集会室、スポーツに関する現況と問題点、 
その対策を示し、３２事業を登載。 

 
１０ 集落の整備（６３ページ） 

 集落の整備に関する現況と問題点、その対策を示し、２事業を登載。 
 

１１ 地域文化の振興等（６４～６５ページ） 
   芸術・文化に関する現況と問題点、その対策を示し、３事業を登載。 

 
１２ 再生可能エネルギーの利用推進（６６～６７ページ） 
   再生可能エネルギーの利用推進に関する現況と問題点、その対策を示し、１事業を登載。 
 
１３ その他地域の持続的発展に関し必要な事項（６８ページ） 

  上記２から１２まで以外で、地域の持続的発展に関し必要な事項に関する現 
況と問題点、その対策を示し、１事業を登載。 

 
※事業計画：過疎地域持続的発展特別事業分（６９～１０１ページ） 

  各施策の概要のうち、過疎地域持続的発展特別事業（ソフト事業）の事業内容と事業主

体、必要性及び効果を記載。 
※過疎計画に登載する事業：ハード６５本、ソフト１１６本、合計１８１本 
 
 


